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關
」
巴
新
律
綱
領
編
纂
闘
係
者
考

手

塚

豊

　
　
緯
し
が
き

　
　
起
草
審
員
の
任
苑

　
　
溺
部
省
審
盗
禽
議
と
、
そ
の
闘
係
者

　
　
太
欧
営
審
査
禽
議
と
、
そ
の
關
係
者

　
　
新
律
威
．
功
の
諭
功
行
賞

　
　
む
す
び

　
後
記
　
起
草
委
員
の
略
歴

一二三四五六

　
　
　
　
闘
　
は
し
が
き

明
治
政
府
が
ば
じ
め
て
全
國
に
施
行
す
る
た
め
に
卸
定
し
た
刑
法
で
あ

る
【
新
律
綱
領
レ
の
編
纂
鷺
係
渚
に
つ
い
て
は
、
從
來
、
か
な
ら
ず
し
も

厨
ら
か
に
な
つ
て
は
“
な
い
。
穗
積
陳
重
博
士
は
♪
水
本
成
美
、
長
野
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
レ

病
て
鶴
田
酷
、
、
村
田
保
の
四
名
が
編
萎
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
薪
律

欝
領
レ
の
編
纂
邊
程
t
盟
L
て
、
～
も
つ
と
も
詳
し
い
研
究
を
瑳
表
さ
れ
た

小
早
州
欣
書
聾
“
摸
臨
冨
「
明
治
法
傷
史
甑
躍
」
に
お
い
て
、
ぞ
れ
に
漣
”
田
眞
道

　
　
　
　
　
新
葎
獅
弦
編
纂
醐
療
者
考

を
塑
奎
竃
黍
「
裂
醤
轡
を
≒
新
律
禦
錘
髄
し

た
と
い
わ
れ
た
こ
と
ゑ
つ
蒙
、
そ
の
後
の
蒙
に
誉
凝
、
曙

ご
と
く
さ
ら
に
多
数
の
人
々
を
編
纂
闘
孫
藩
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
當
時
の
珊
部
省
け
卿
賃
嵯
峨
實
愛
、
大
輔
毎
佐
々
水
腐
行
、
大
丞
は

　
青
木
信
寅
、
権
大
丞
澤
簡
徳
、
少
丞
け
鳥
居
慮
雄
、
鰹
坪
恭
信
■
で
あ
つ

　
　
　
　
ヤ

　
て
、
大
朔
事
と
」
て
伊
丹
重
賢
「
松
本
暢
、
水
本
成
美
、
少
朔
事
億
中

　
村
公
知
、
岡
内
重
俊
、
盲
崎
臣
真
等
が
居
た
。
ヌ
後
に
は
律
田
眞
甦
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
申
朔
事
と
な
つ
て
ゐ
る
o
お
そ
ら
く
飴
等
の
者
が
「
新
律
提
綱
容
新
律
噸

　
綱
領
の
草
案
、
手
塚
設
）
の
編
纂
に
闘
係
し
㍗
も
の
で
、
播
田
彌
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
岳
野
卓
之
允
等
も
亦
っ
新
律
提
綱
」
の
編
纂
鑓
何
筆
か
の
關
係
を
狂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
た
も
の
と
推
察
t
て
差
支
へ
な
避
が
郵
く
で
あ
る
o

　
b
犠
漏
は
～
刑
部
省
の
起
輩
一
委
負
、
審
査
委
昌
ハ
全
部
を
含
む
意
味
の
推
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
腿
溺
に
は
論
及
さ
れ
て
い
な
い
o

庭
、
小
楚
鍵
注
難
の
緩
曝
事
t
た
霞
宏
義

美
饗
圭
任
に
、
鶴
田
唆
長
野
文
嫡
を
助
役
』
で
む
る
と
し
、
赤
飼
又
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
綱
　
　
　
（
七
〇
↑
）



　
　
　
　
擬
廊
額
償
綴
纂
襲
考

饗整

㎜
葱
檎
藩
（
露
吋
累
畜
替
し
重
れ
馨
の
畠
、

書
穫
霧
畳
暫
迫
ξ
、
．
村
饗
聾
人
を
謬
蕊
る
．
私

燭
言
雀
量
ぞ
、
薪
律
綱
輿
譲
疹
鱗
姦
理
、
考

鐙
蜂
、
ぞ
の
編
纂
に
饗
貝
し
た
人
々
の
氏
名
と
役
割
を
、
幾
分
な
り
と
も

醒
確
に
し
た
い
と
思
う
o

　
（
1
）
海
秘
陳
重
噛
法
窓
夜
麺
二
六
頁
“

　
（
2
）
　
小
皐
凡
欣
否
『
．
舅
治
法
制
史
諭
」
公
法
之
部
下
巻
九
八
三
頁
・

　
（
3
）
　
小
皐
潤
欣
吾
「
績
男
治
法
制
叢
考
」
網
七
頁
。

　
（
4
）
　
小
林
野
信
．
「
明
治
一
績
薪
と
溺
法
の
樫
町
定
」
、
法
雛
論
叢
第
九
八
巻

　
　
　
　
箪
五
雛
一
、
一
二
頁
・

　
（
5
）
　
赤
堀
文
次
郎
「
近
衛
本
－
弐
唐
六
典
、
物
狙
律
の
明
律
國
字
解
」
、

　
　
　
　
書
物
展
望
薦
」
一
巻
第
一
號
六
頁
。

　
　
　
　
二
　
起
輩
萎
員
⑳
任
琵

編
纂
開
係
者
の
岡
人
で
あ
つ
た
村
田
嘱
は
、
嘗
時
の
事
欝
を
語
る
二
つ

の
剛
顧
窺
を
の
こ
し
て
い
畜
。

　
　
甥
治
昌
年
鵡
な
」
塞
↓
て
其
二
調
に
謂
碑
を
作
ら
な
け
事
ぱ
な
ら
ぬ

　
と
云
ふ
ヒ
乏
で
、
そ
れ
か
ち
新
律
取
調
と
云
ふ
者
を
置
く
ご
と
に
な
久

　
て
今
け
大
拳
校
で
す
が
其
頃
の
昌
挙
學
襲
の
歌
貝
か
ら
四
人
命
ぜ
ガ
粘

　
た
o
其
人
々
甘
水
率
、
鶏
田
、
長
野
．
私
も
其
昌
人
で
す
o
（
中
略
）
霊

一
。
華
の
生
旦
＋
吉
無
蒙
崇
去
濠
霧
釜
讐
云

　
ふ
ぢ
の
に
な
つ
℃
黄
布
L
雲
し
だ
。

　
　
岡
二
年
二
月
新
律
編
修
局
ヲ
．
溺
法
賞
内
禺
設
ケ
水
本
保
太
郎
、
一
長
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
七
〇
講
）

　
丈
煩
、
鶴
田
禰
太
郎
、
村
槻
虎
鶏
讐
晩
、
薪
律
取
調
ヲ
仰
付
ケ
ジ
レ
タ

　
な
v

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
些
干
四
年
前
、
四
＋
識
年
前
の
こ
と
を
語
つ
た

追
憧
震
の
こ
と
と
て
、
必
ず
し
も
信
偲
七
が
た
い
顯
も
あ
る
が
、
編
纂
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

員
と
し
て
あ
げ
て
い
る
氏
名
σ
み
は
確
實
の
よ
5
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の

談
講
が
示
す
新
律
編
纂
富
桑
を
、
魑
の
原
史
料
に
も
と
づ
い
て
た
ど
つ
て

み
た
い
。

享
、
刑
警
に
誉
て
、
藩
…
湘
萎
暴
任
命
嚢
た
窪
、
在

の
ご
と
く
明
治
二
年
三
月
で
あ
つ
た
9
前
揚
村
田
談
話
の
「
二
月
説
」
織

記
憶
の
間
蓮
い
で
あ
ろ
う
o

　
　
　
　
二
年
三
潟
＋
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
眞
一
郎
へ
達

鷺
蓑
調
害
論
馨
海
痔
叢

　
　
　
　
二
年
三
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
卓
之
允
ぎ
蓮

　
當
宵
ヲ
揚
溺
律
取
調
中
測
法
官
べ
鵠
仕
可
歎
事

　
　
　
　
・
二
隼
三
月
二
＋
欝
　
昌
単
學
狡
一
等
敬
授
　
水
本
威
美
唱
達

　
事
賞
ヲ
以
刑
郵
取
調
御
用
稼
仰
付
候
事
但
當
分
刑
法
営
へ
肉
佳
可
致

　
事
　
津
田
は
當
時
刑
法
官
櫨
鍔
事
、
長
野
は
畠
浮
學
校
数
擾
試
補
で
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ
ご
り

た
．
「
司
蕪
萎
」
青
夫
昌
條
簾
荊
律
取
巽
養
ク
」
と

の
み
あ
る
。
こ
盈
で
注
意
す
べ
き
は
、
水
本
の
瀞
令
は
「
刑
律
坂
轟
踊

被
御
付
レ
と
あ
る
が
、
津
醗
、
長
野
の
二
人
は
當
時
蕊
に
』
刑
律
駁
欄
中
レ

で
あ
診
、
た
だ
「
刑
法
官
へ
出
仕
レ
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
ど
で
あ
る
。
ぐ
こ
れ

ば
マ
津
田
は
す
で
に
密
の
ご
と
く
同
年
嫡
月
十
九
鳳
聯
法
官
権
鍔
事
任
命



と
同
時
に
議
事
坂
調
象
勤
と
な
り
、
鈴
木
唯
吋
（
刑
法
官
鋼
事
試
補
象
議

事
販
調
験
勤
）
と
共
に
議
事
坂
調
局
に
お
い
て
、
刑
法
取
調
に
從
事
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
o

塗
雪
リ
遡
法
嘗
へ
蓬
鳳
皐
露
丹
＋
四
負

　
　
　
　
　
刑
決
賞
糧
勢
挙
被
仰
付
議
察
駁
調
廉
勤
　
津
田
眞
一
郎

　
　
　
　
　
洞
あ
薯
馨
仰
茎
叢
纂
勤
桀
鷹

　
　
刑
法
－
．
（
中
略
）
墓
本
寂
調
ノ
跳
不
方
今
之
弐
急
務
昌
候
虜
現
揚
迄
事

賞
精
塁
架
警
釜
ソ
弩
諺
禽
姦
テ
ハ
婁
霜
監

　
傷
仔
前
魯
之
麺
人
撰
イ
タ
シ
本
職
被
仰
付
議
亭
調
局
エ
出
仕
被
仰
出
度

　
像
簡
共
宮
々
諸
員
｝
モ
合
短
同
力
屹
ト
實
用
昌
麺
ヒ
候
基
本
孕
ぞ
取
調

崇
鍵
有
養
御
馨
．
長
問
獲
藤
轟
掛
合
舞
登
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
之
候
ハ
ハ
早
々
御
申
越
有
之
度
候
磁
、

　
殖
法
官
が
こ
れ
に
響
L
『
違
見
レ
が
あ
つ
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
が

奪
ら
く
そ
蓼
承
認
し
譲
櫻
＋
蒼
接
會
発
も
の
霧
ろ

叔
。
長
野
に
糊
し
て
は
、
ぞ
の
宮
歴
書
を
見
み
に
．
「
元
年
十
．
｛
月
十
七
日

御
雇
ヲ
以
刑
嚢
官
簿
記
誠
祷
申
付
候
察
一
二
年
ゴ
駐
十
七
日
、
書
記
試
補

被
甕
暴
摩
校
出
仕
申
付
侯
事
同
年
二
月
十
入
日
、
昌
華
學
校
教
授
試

補
申
冠
候
峯
」
と
あ
り
∀
三
琢
十
入
日
以
前
に
紐
法
坂
調
を
命
ぜ
ら
れ
て

い
る
闘
霞
を
、
見
出
ナ
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
ポ
そ
ぢ
く
何
等
か
の
形

式
で
ぞ
れ
に
蘭
係
し
て
い
允
も
の
で
あ
ろ
う
。
龍
揚
村
田
談
話
に
は
、
水

窒
、
長
曜
野
乏
詞
蒔
に
昼
田
、
鶴
田
Y
も
刑
法
官
べ
出
廿
L
た
よ
う
に
い
う
が

賑
難
鋪
鍛
麗
雑
抽
舘
蕃
鍵
銀
舗
漏

　
　
　
　
　
一
響
猛
奮
鍵
纂
懸
簿
毒
考

つ
た
。
ま
た
水
本
に
つ
い
て
ば
、
そ
れ
ま
で
の
【
販
調
レ
経
歴
と
し
て
明

治
元
年
十
月
二
十
五
日
、
講
政
官
史
官
と
し
て
「
明
律
取
調
レ
を
命
ぜ
ら

れ
た
こ
と
が
鋼
明
し
て
い
る
。
翼
す
る
に
、
こ
の
刑
法
官
の
新
律
編
纂
は
、

そ
れ
ま
で
水
本
の
所
窮
律
考
討
」
、
津
田
、
鈴
木
の
「
刑
法
坂
調
｝
と
い
う

や
う
な
個
々
割
々
に
行
つ
て
き
た
坂
調
事
業
を
刑
法
官
に
集
威
払
、
は
じ

め
て
組
識
的
蹴
刑
法
編
纂
び
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
浬
目
す
べ
き
鵬
案
事

と
、
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
o

　
こ
れ
よ
り
約
』
ヶ
月
後
、
ず
な
わ
ち
四
月
十
七
臼
に
議
事
取
調
掲
が
割

繋
羅
欝
融
攣
継
鱒
籔
撚
篭
犠
講

編
纂
事
業
が
制
度
寮
に
移
管
さ
れ
た
と
見
る
よ
り
も
、
た
だ
彼
等
二
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

原
職
が
制
度
寮
に
移
つ
た
の
み
で
、
從
前
の
ご
と
く
刑
法
宮
へ
出
仕
し
て

ぞ
の
事
業
を
纏
績
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
o

　
翌
五
月
十
八
鐸
、
厚
割
度
寮
ボ
腹
止
さ
れ
、
湖
度
坂
調
局
と
な
る
に
及
ん

で
～
泳
本
は
ふ
た
た
び
昌
李
學
校
」
等
藪
授
に
戻
つ
た
が
、
蹴
お
．
【
太
官

ヲ
騎
叢
器
厘
嶺
け
て
ぢ
ε
登
輩
附
匿
甚
迄
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

務
被
冤
候
事
レ
と
な
り
、
さ
ら
に
汎
月
丈
は
静
岡
藩
少
参
事
乏
し
で
赴
任

し
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
料
劒
度
寮
准
撰
修
』
慶
言
と
共
に
、
新
律
編
纂
と

は
全
く
闘
係
を
絶
う
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
は
翌
年
閏
十
月
霞
B
刑

部
少
鍔
事
と
し
て
荊
部
省
へ
戻
つ
た
が
（
國
年
＋
二
月
二
＋
二
侃
、
中
勢

事
へ
昇
逡
）
當
時
す
で
に
鎗
述
の
ず
と
く
新
律
草
案
は
完
成
し
｛
塾
た
の

で
な
る
。
か
よ
う
に
彼
ば
新
鐸
綱
領
編
纂
の
初
期
に
お
い
て
」
わ
ず
か
二

三
ヶ
月
闘
そ
れ
に
瀕
異
し
た
に
す
誉
な
い
の
で
あ
り
、
從
う
て
彼
を
正
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
轡
O
葺
）



　
　
　
　
　
噸
篠
綱
粥
欄
纂
ロ
鐸
．
轡
考

な
鴬
壊
に
お
い
て
盤
著
に
救
え
る
こ
と
は
適
當
雁
は
な
か
ろ
う
。
後
蓮

の
ご
と
く
甕
艶
了
後
・
．
水
索
等
は
糞
響
を
受
け
て
い
齢
る
が
藻
霞

『
新
律
編
纂
』
に
麗
す
る
限
り
何
籔
あ
賞
輿
を
畜
受
け
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
慮
，
ぞ
の
誇
周
と
と
歪
西
棲
鱒
、
政
葭
の
養
着

で
あ
り
た
津
田
が
、
も
り
と
も
そ
の
任
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
「
法

典
聾
レ
蘂
像
媛
馨
ら
れ
た
の
で
象
ぶ
。
こ
の
蕎
は

門
津
田
眞
道
億
邑
（
津
田
激
治
氏
編
）
に
む
明
ら
か
で
な
い
が
、
あ
た
か
も

轡
漏
盛
古
の
麺
農
府
欝
象
な
著
、
覇
鷺
の
繍
と
と

も
に
羅
含
φ
覆
活
溢
強
ぐ
翼
望
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
て
、
西
洋
淡
律

學
の
津
田
よ
り
も
、
律
令
簗
の
水
本
渉
重
憂
競
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

蓑
し
噺
瀧
田
が
水
本
等
と
共
に
最
後
ま
で
編
纂
事
柔
に
欄
係
匹
て
い
た
ね

ら
ぱ
、
「
新
律
編
領
レ
に
は
多
少
と
紅
酉
洋
刑
法
の
影
響
が
あ
た
え
ら
れ
た

に
違
い
な
い
。
し
か
る
に
潮
新
鉾
綱
領
レ
が
純
然
た
る
律
令
策
統
の
刑
法

で
あ
う
、
西
”
洋
刑
法
癩
坂
の
盗
【
跡
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
は
、
水
本
等
起

草委員の

全
郁
が
酉
洋
法
律
の
知
識
を
有
し
な
い
漢
學
渚
で
あ
つ
た
が
た

過
で
あ
る
α

　
津
田
の
逼
任
後
響
翌
六
月
く
日
附
励
虜
）
に
は
村
田
保
（
昌
亭
學
校
教

擾
試
禰
）
、
七
月
（
日
附
不
輿
）
に
ば
鶴
田
皓
（
昌
畢
學
装
教
授
試
捕
）
が
、

肇
2
・
黎
纂
鶉
叢
蓼
霧
ら
斐
．
「
村
果
霧
笹

に
は
ゐ
こ
の
六
月
に
至
つ
て
「
新
律
編
修
局
」
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
が
、

こ
れ
嵐
塁
鍔
田
談
話
と
董
箱
蓮
ナ
る
。
談
話
の
ご
と
κ
初
め
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

コ
馴
律
編
修
局
レ
と
い
う
名
鵡
宗
あ
つ
た
の
か
（
談
話
の
二
月
は
竃
月
の

間蓮いと

す
る
も
）
・
凌
は
ま
た
・
水
太
・
長
野
・
村
砥
と
揃
つ
て
か
ら
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獲
囚
　
　
　
（
七
σ
四
）

纂
會
議
を
州
新
律
編
修
局
一
と
呼
ん
だ
も
の
か
、
そ
の
鮎
は
明
瞭
で
は
な

い
。
し
か
し
、
當
時
か
瓦
る
名
欝
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
同
年
七
月
四
日

「
徒
人
逃
亡
セ
ル
者
ノ
慮
置
」
に
闘
す
巻
京
都
府
伺
に
封
し
て
の
刑
法
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

圃
答
中
に
判
新
律
編
修
局
云
々
レ
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
確
實
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

小
早
川
教
授
は
『
冊
律
編
修
局
一
と
い
わ
れ
る
が
、
私
の
知
る
隈
σ
で
偉

當
時
の
公
改
書
に
、
そ
の
よ
う
な
名
繕
を
見
出
じ
鴛
な
い
。

　
七
月
八
日
、
．
官
制
改
草
の
結
果
、
刑
法
官
ば
慶
止
と
な
カ
、
刑
部
省
が

設
げ
ら
れ
肉
が
、
新
律
編
纂
の
業
は
水
本
が
同
身
二
十
七
縫
を
以
て
大
博

士
と
綻
る
に
及
ん
で
も
、
な
お
荊
部
省
蒙
勤
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
て
、
當
然
、
岡
省
が
承
繕
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
長
野
ば
周
月
篭
十

五
日
ヤ
刑
部
大
鍍
丈
任
ぜ
ら
れ
疋
式
に
刑
部
省
に
入
つ
た
。
さ
ら
に
永
本

ほ
十
月
九
日
、
刑
部
大
鋼
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
三
年
噸
月
二
日
、
封
田
は

刑
部
樒
大
録
に
、
鶴
田
ほ
珊
部
大
録
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
。
励
法
官

慶
止
後
、
村
田
、
鶴
田
が
刑
部
省
に
蒙
勤
し
た
と
い
う
明
鐙
を
猷
ぐ
が
、

お
そ
ら
ぐ
原
戦
の
ま
転
刑
部
省
に
も
出
仕
し
、
水
本
を
補
佐
し
て
編
纂
事

業
を
つ
虻
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

　
（
－
）
　
村
田
俣
“
「
法
律
ノ
澹
箪
』
（
明
治
二
十
六
年
刊
）
四
頁
o

　
（
2
）
　
村
田
保
「
法
髄
實
歴
談
」
、
法
學
協
倉
蝶
誌
第
三
十
三
巻
第
四
擁

　
　
　
　
（
大
正
三
集
）
山
四
一
頁
。

　
（
3
）
　
法
規
分
類
大
全
、
溺
蟄
胃
、
刑
法
纏
、
囚
頁
。

　
（
4
）
　
司
法
省
凝
「
司
法
漕
革
誌
」
五
頁
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
（
5
）
　
門
元
老
瀦
難
奏
鍔
任
官
震
歴
書
」
津
田
の
項
。
「
百
官
履
屡
」
の

　
　
　
　
浄
田
の
顎
緯
は
「
十
八
a
」
と
あ
る
O
い
ず
れ
が
疋
し
い
か
ぽ



（
“
）

（（87
））

明
ら
か
雪
な
い
が
、
－
い
ま
し
ぱ
ら
く
前
者
に
擦
る
。

法
規
分
類
参
螢
、
管
城
門
、
公
犠
所
、
二
六
蕊
頁
。
鈴
＊
唯
臼

頭
識
丹
千
八
日
跡
後
、
偉
鋤
筆
と
と
む
澄
鋼
法
官
醐
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

新律編

纂
に
後
事
も
た
形
跡
は
菟
揖
し
得
な
い
o
彼
の
み
は
、

そ
の
頃
「
刑
法
璃
綱
」
を
解
聯
さ
れ
た
も
の
噂
勘
ろ
う
か
。
し

か
し
、
彼
が
公
議
所
に
畏
出
L
だ
「
遡
法
ヌ
待
タ
ス
、
私
晶
人

命
ヲ
紹
ヅ
ヲ
禁
止
ス
～
ノ
議
六
麟
案
錬
、
明
治
丈
化
全
集
、
憲

玖
編
、
一
四
繭
頁
）
け
、
そ
の
「
刑
法
取
調
」
の
結
果
で
あ
ろ

う
9
、

大
日
本
水
産
禽
編
「
射
田
水
産
翁
熔
」
二
〇
頁
。

小
早
班
欣
吾
「
舅
治
劉
史
諭
』
公
法
之
蔀
γ
巻
九
ん
三
頁
、
「
績

窮
治
法
制
叢
考
」
　
一
二
頁
。

　
　
　
　
菖
刑
部
省
審
査
會
議
と
、
そ
の
關
係
者

　
か
く
し
て
へ
水
本
を
主
任
と
す
る
新
律
編
纂
事
栗
は
、
刑
部
省
丙
に
お

い
て
着
々
進
行
し
、
朗
治
三
年
二
月
に
敵
原
案
審
畳
の
段
贈
に
ま
で
到
蓮

し
た
o
こ
の
歌
況
は
、
営
時
の
刑
部
獅
嵯
峨
賓
愛
の
測
記
（
綾
愚
林
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
リ

に
よ
つ
て
知
る
こ
と
溺
出
來
る
。

　
濫
月
；
日
　
騎
馬
掛
仕
子
省
薪
律
草
稿
校
合
有
之
（
下
略
）

　
二
月
三
日
　
滲
省
律
校
合
如
作
日
（
下
略
）

　
二
月
五
日
　
蛮
省
新
律
之
儀
三
付
綴
輯
醸
屠
昨
研
來
甚
鴬
惑
之
冒
大

　
　
　
　
　
　
　
韓
（
佐
々
＊
高
行
、
手
塚
註
）
以
下
談
宥
之
一
岡
豪
議

　
　
　
　
　
　
　
鴉
編
韓
大
薄
士
（
水
本
、
手
塚
註
）
等
可
串
談
串
合
了

　
　
　
　
　
薪
律
鵜
鱗
網
纂
翻
嶺
着
考

二
月
九
日

二
月
普
四
日

小
早
川
教
撰
は
、

提
綱
の
草
案
が
成
顔
し
事
が
明
嘗
で
あ
る
』
と
い
わ
れ
る
が
薄
私
ほ
そ
う

は
思
は
な
い
。
何
故
か
と
い
え
ぱ
、
こ
の
記
事
は
【
新
『
律
提
綱
草
本
成
噛
一

付
」
響
も
癬
鯉
「
校
霞
し
た
と
い
う
の
で
あ
つ
マ
墓
勇
成
の

博
斯
は
、
そ
れ
以
前
乞
解
豊
れ
る
か
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ぞ
の
期
日

は
窮
ら
か
で
な
い
が
、
新
律
【
校
登
』
の
記
事
が
嫁
じ
め
更
見
え
る
「
繕
恥

醗
縫
甜
」
は
前
掲
二
月
二
鷺
の
條
で
あ
り
（
そ
の
記
事
に
は
【
如
例
レ
の

董
葉
が
な
い
o
こ
れ
㌫
、
岡
日
が
『
『
校
合
」
の
初
屑
で
あ
つ
た
と
考
え
て

よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
永
本
等
四
人
の
起
草
に
．
係
る
草
案
は
無
紳
月
末

頃
完
威
し
、
コ
月
二
日
か
ら
刑
部
卿
以
下
省
丙
の
幹
部
が
集
ま
つ
て
起
草

委
員
を
混
え
た
審
査
會
議
が
行
わ
れ
た
も
の
と
、
鋼
鋤
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
　
二
月
こ
十
四
日
か
ら
説
月
の
末
ま
で
に
、
「
如
例
≒
新
律
再
校
」
の
説
事

は
、
「
嵯
峨
日
記
」
に
十
ケ
所
程
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
卿
の
出
席
し
な

場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
審
査
會
議
の
圏
数
ば
こ
れ
よ
り
頻
繁
ご
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
コ

わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
六
月
十
四
β
に
は
門
新
律
成
功
二
付

　
（
3
）

六
艇
レ
を
、
遡
部
省
か
ら
政
府
に
進
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
薄
さ
ら
に
十

月
五
日
に
は
再
討
草
案
が
、
刑
部
省
か
ら
蓬
蓮
さ
れ
、

同
房
ぞ
二
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
毒
O
吾

（
乍
略
）

子
省
新
律
編
修
之
儀
申
合
有
之
省
中
輔
丞
朔
事
編
欝
等

並
薪
多
議
高
行
朝
臣
蛮
食
有
之
（
下
略
）

於
省
処
例
薪
律
提
綱
草
本
成
縄
付
校
訂
予
以
下
丞
判
亭

等
佐
々
木
参
議
滲
食
也
午
刻
止
校
合
（
下
略
）

　
こ
の
二
十
四
日
の
記
事
に
よ
つ
て
、
同
日
「
新
律

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）



　
　
　
　
駈
律
綱
領
綴
纂
鷺
銀
者
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
レ

｛
塁
案
の
ま
上
刑
部
省
管
内
に
の
み
實
旛
さ
れ
た
o

　
こ
』
噂
問
題
に
な
る
の
は
、
「
新
律
提
綱
垣
審
盗
會
議
に
は
、
起
草
委
員

以
外
に
如
何
な
る
人
々
が
参
加
し
た
か
で
あ
る
。
前
鵜
【
蝿
峨
日
記
」
に

ほ
轡
し
ぱ
し
ば
門
予
以
下
」
「
輔
丞
鋼
事
」
「
編
輯
」
「
参
會
」
の
冒
葉
が
見

え
る
が
、
佐
々
木
高
行
を
除
い
て
ほ
具
騰
的
人
名
を
述
べ
て
い
な
い
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
る
ロ

れ
を
傳
え
る
唯
・
輔
の
記
銭
は
、
家
の
佐
瓦
木
高
行
耀
詑
で
あ
る
。

　
　
新
彿
綱
領
六
省
刻
成
る
、
頒
謝

　
宕
編
成
廿
、
水
本
保
太
郎
が
主
任
、
鶴
…
川
皓
、
長
野
丈
蛎
が
助
役
に
て

　
輿
泊
二
年
．
よ
り
取
蓼
へ
た
る
に
、
線
慶
議
論
甚
し
く
、
水
本
鶴
田
は
畢

　
問
上
に
て
、
朋
律
を
基
礎
と
t
て
號
出
候
慮
、
自
分
等
鍵
法
律
家
で
な

き
贅
董
の
棚
違
壷
歪
、
松
姦
姦
ち
Y
濡
徳
、
業
齋

営
讐
驚
為
膏
災
叢
、
鷺
ど
響
合
霧
塞
雪
、

　
又
水
本
箒
清
書
【
致
し
來
る
を
、
目
分
筆
を
執
り
て
添
倒
す
、
臨
の
麺
き

　
事
に
て
漸
く
功
を
鯵
へ
た
り
、
奇
く
水
本
難
の
カ
な
蓼
o

　
こ
れ
は
日
附
を
鉄
く
が
、
新
律
綱
領
頒
布
の
E
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
松

本
暢
は
刑
部
大
鋼
事
（
出
隼
天
月
二
＋
八
日
粥
部
大
丞
よ
勤
韓
輔
）
、
澤
簡

纏
は
籾
部
大
丞
（
三
隼
一
月
＋
九
職
窮
部
権
大
丞
よ
夢
昇
蓮
）
、
青
木
僑
寅

欲
刑
部
大
丞
（
二
年
八
月
二
＋
八
甘
中
判
事
よ
頚
昇
逡
）
で
あ
つ
た
。
建
々

木
は
鷺
都
省
設
置
以
來
、
甥
部
大
韓
で
あ
つ
た
が
（
刑
法
宜
謝
知
事
よ
登

韓
出
）
、
三
年
二
月
五
日
、
馨
議
に
昇
進
し
た
に
毛
が
～
わ
ら
ず
、
門
珊
律

寂
調
の
義
威
功
候
迄
當
官
を
以
て
從
前
通
被
簡
付
験
事
一
と
命
ぜ
ら
れ
、

編
纂
嚢
と
の
鰭
係
を
づ
讐
け
尭
の
で
あ
蒐
彼
の
召
詑
．
猿
霧
律
灘

定
駁
調
ぽ
初
め
よ
り
主
任
な
れ
ば
、
成
功
ま
で
孚
途
に
て
飽
へ
替
り
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
七
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

不
都
合
な
り
と
の
御
許
議
を
以
て
本
文
の
通
り
被
仰
付
候
し
と
い
嵐
、
「
蜷

峨
H
記
一
同
月
七
日
の
燦
に
は
【
佐
々
木
滲
議
當
官
を
以
新
律
御
用
昆
迄

之
通
被
仰
付
旨
也
既
事
内
々
予
駈
申
立
池
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

盤
々
木
が
水
本
等
起
草
委
員
の
恵
接
の
指
揮
者
で
あ
り
、
審
査
會
議
で
も

重
嬰
な
役
割
を
演
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
鋼
明
す
る
o
こ
の
ほ
か
、
後

蓮
の
恩
賞
か
ら
推
察
し
て
、
齋
藤
利
行
み
三
隼
二
月
七
日
、
中
勝
よ
り
刑

部
大
輔
に
任
、
五
月
＋
五
縫
逞
任
）
承
、
そ
の
在
任
中
は
審
査
に
關
係
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
9

噌
新
律
提
綱
」
の
再
訂
案
が
、
十
月
五
日
に
刑
部
省
か
ら
…
進
達
さ
れ
た
こ

と
ぼ
醗
に
遽
べ
た
が
、
こ
れ
が
朗
治
沃
皇
の
【
於
御
前
譲
r
』
ら
れ
喪
の

は
、
十
月
九
旧
及
び
十
冒
で
あ
つ
た
。
「
嵯
峨
懲
記
」
に
は
弐
の
ご
と
く

あ
る
〇

　
九
賛
　
新
律
提
繕
今
R
於
御
蘭
讃
上
之
事
被
仰
付
大
丞
大
朔
亭
等
不
幾

　
　
　
　
滲
上
有
其
儀
猫
残
之
分
舅
十
百
第
九
字
如
今
日
讃
上
被
仰
付
之

　
　
　
　
旨
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ァ
ロ

「
大
久
傑
利
通
日
詑
一
九
縫
の
簸
に
菟
左
の
記
事
が
あ
る
〇

　
九
日
　
九
字
毒
覇
於
御
購
鋼
律
書
飼
溺
部
省
3
（
下
略
）

　
朗
治
二
年
春
以
來
，
輔
年
有
牟
を
費
し
た
新
律
編
纂
棄
は
、
こ
の
日

斎
、
以
て
鯵
織
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
（
1
）
　
円
本
史
纂
協
脅
鷺
「
嵯
峨
蜜
愛
日
記
」
第
三
に
隷
る
。

　
（
2
）
　
小
早
崖
鋳
餐
「
綾
窮
治
法
溺
叢
考
」
　
一
六
頁
O

　
（
呂
）
　
法
蝿
分
類
大
全
、
飛
法
門
、
鷺
律
、
一
九
凶
頁

　
（
4
）
前
考
濤
じ
。
こ
の
飼
と
太
致
官
指
金
衝
後
建
の
本
文
中
に



　
　
　
　
禍
げ
た
o

　
（
5
し
　
6
）
　
鞭
聞
田
箆
一
贋
「
潮
”
治
聖
“
ト
一
と
滋
宥
研
〃
有
」
　
一
〇
五
買
、
　
一
〇
六

　
　
　
　
頁
。

　
ハ
マ
）
　
β
本
吏
籍
驚
食
刊
，
「
大
久
保
剰
纏
腕
記
」
下
巻
に
搬
る
。

　
　
　
　
四
　
太
政
官
の
響
査
食
鎖
乏
噛
そ
の
關
保
者

　
弐
褒
汰
膿
官
に
お
い
て
、
刑
部
鴛
欝
燭
の
原
案
を
、
如
何
な
る
人
が
、

舞
由
、
璽
讐
し
曇
養
し
た
か
を
糞
し
浮
れ
ば
な
ら
な
い
．
あ

臓
は
機
來
⑳
新
律
綱
領
開
係
の
研
蜘
馨
厭
が
偽
全
ズ
論
究
し
な
い
と
こ
ろ

で
む
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
に
闘
す
畜
直
接
費
料
が
今
臓
嵐
で
に
見
出
さ

れ
蕊
な
鍵
盈
あ
ろ
う
。
私
の
知
籏
り
淫
、
器
翼
護

謡
が
そ
れ
象
鐘
毘
る
噸
周
の
費
獅
で
あ
る
。

　
　
朝
麺
纂
て
量
蟹
望
し
弄
籍
讐
葦
あ
毒
ゑ

を
云
叢
碧
決
書
嚢
が
、
毒
籍
領
萎
嬢
差
旨

　
緯
丁
魔
大
風
の
臓
饗
あ
つ
た
。
起
車
萎
澱
た
る
司
法
賓
（
粥
郁
省
が
憲

　
t
い
ρ
以
下
擁
じ
o
手
塚
註
）
の
鷲
育
人
が
太
政
官
に
侮
に
來
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
サ

　
即
償
そ
の
新
棒
禦
審
壷
重
員
長
の
僅
務
を
私
に
命
ぜ
ら
紗
た
か
ら
其
翼

　
蕊
よ
り
搬
日
瓢
自
宅
κ
於
て
獅
律
綱
樋
審
畿
食
を
開
を
、
各
欄
餌
様
毎

　
に
其
籾
法
養
の
主
蕃
人
ど
欝
諭
を
t
て
、
境
は
之
を
鱒
り
或
は
之
を

　
修
震
し
た
る
こ
と
も
鐸
出
あ
つ
た
o

　
　
　
　
　
　
　
　
が

い
嘗
、
ち
貴
重
な
蕨
話
峯
が
か
2
し
て
太
吸
寡
妻
飲
況
を

推
灘
し
た
い
。

　
ま
ず
、
餌
博
そ
り
饗
筆
部
行
わ
れ
た
か
で
あ
る
が
、
私
は
十
月
五
8
再

　
　
　
　
　
癖
獅
癖
墾
懇
猛
鋸
禽
考

訂
草
案
進
蓮
以
前
で
あ
つ
た
と
推
定
し
た
い
。
何
故
か
と
い
え
ば
》
家
の

刑
薯
伺
圭
灘
・
吉
吾
嚢
癖
箋
鯉
の
馨
に
、
攣

の
修
正
加
除
を
嬉
行
わ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
電
示
し
亡
い
る
か
ら
で
翫

る
。
　
　
刑
部
省
侮
　
三
年
十
月
五
日

葎
鑑
欝
肇
讐
孝
ハ
（
躇
属
隻
欝
ノ
餐
虜

　
治
元
年
溺
法
官
髄
定
、
手
塚
麗
）
ヲ
康
ツ
艶
新
律
況
以
テ
今
日
智
り
施

　
行
仕
農
尤
府
藩
縣
ヘ
ハ
鑑
テ
上
木
ノ
上
御
頒
布
相
成
魔
此
段
塞
飼
僕
也

　
織
上
木
ノ
義
あ
雷
省
へ
御
委
僅
相
成
侯
様
仕
度
牽
伺
便
事

　
　
指
令
　
三
年
十
月
十
二
日

　
可
鱈
伺
之
通
亭

　
　
刑
部
省
上
申
　
三
年
閉
十
刀
九
厩

　
　
（
鳶
略
）
砦
律
繕
餐
上
梓
成
功
ノ
速
ナ
鳥
ヲ
期
シ
督
責
怠
ラ
ス
然
そ
圃

　
律
文
ハ
霞
簾
ヲ
崇
聖
二
字
務
モ
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
ξ
菖
非
ス
府
藩
獅
昌
斜

　
行
シ
テ
吏
蓼
養
オ
多
翠
ヲ
婁
琶
王
梓
ノ
定
本
弼
多
軽
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
等
差
ハ
鳳
ヨ
三
字
酌
力
黄
惟
タ
勇
顧
ヲ
施
シ
句
譲
業
鮎
シ
、
鵜
字
ヲ

　
大
害
岬
改
メ
蓑
絡
ノ
愛
行
讐
ヲ
翠
行
書
峯
換
へ
字
、
句
ノ
重
擬
第
ル
者
ハ

　
飼
サ
不
足
ス
瓦
者
ハ
補
フ
畠
至
リ
テ
ハ
稿
本
ト
間
々
少
異
同
ナ
祝
ト
云

　
　
フ
可
ラ
ス
（
中
略
）
上
梓
定
本
未
タ
蓮
晶
セ
サ
ル
菊
託
段
串
上
置
候

　
指
令
　
三
年
騰
＋
月
＋
八
B

　
纏
展
僕
亭

　
す
な
わ
ち
、
十
縁
竃
欝
叢
蓮
の
【
新
律
餐
綱
レ
再
訂
案
a
3
“
わ
繧
穣

定
案
霧
り
、
こ
れ
姦
鑑
蟹
ヱ
鮮
窪
公
と
蟻
皿
霜
を
夢
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧
七
　
　
（
鴫
な
書



　
　
　
　
　
翻
撒
獺
禦
聾
潰
髄
俸
岩
考

譲り

購
ヤ
ず
る
字
句
の
小
奥
が
あ
つ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
鍔
明
す
．
巻
o

養
う
で
蚤
継
霧
蓬
後
、
十
嵩
月
二
十
日
の
新
律
綱
領
頭
布
盛
隠
約
環
ヶ

肩
串
の
期
間
ぽ
、
「
上
梓
レ
の
た
め
に
費
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

再
勧
案
淋
前
遠
の
ご
と
く
明
治
天
皇
の
【
於
御
前
裂
上
』
ら
れ
た
こ
と
は

そ
れ
が
確
定
案
で
あ
つ
た
こ
乏
を
示
す
宥
力
な
詑
擦
で
も
あ
ろ
う
o
こ
の

よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
「
修
正
加
除
レ
が
行
わ
れ
た
太
政
宮
の
審
炎
は

　
　
　
ぱ

十
丹
五
賃
以
前
の
出
來
事
矯
あ
り
、
再
訂
草
案
と
い
う
の
は
太
政
官
の
審

壷
案
で
あ
つ
た
と
見
な
翫
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
弐
に
ぞ
の
審
査
が
七
片
十
八
日
頃
ま
で
塑
．
行
わ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
物

　
　
　
　
　
　
ハ
タ
レ

藷
る
資
麟
が
あ
る
。

　
　
溺
部
省
何
　
三
年
七
月
＋
八
B

　
　
（
陶
略
）
慨
定
律
（
前

揚
銀
律
の
意
、
手
塚
融
）
ハ
刑
重
ク
シ
テ
條
数
少

　
ナ
ク
提
喫
刑
軽
ク
シ
テ
修
数
多
散
畠
朝
廷
仁
讐
冒
誓
奉
夢

　
撫
士
從
峯
欲
覧
糎
キ
養
ヒ
慶
候
陶
萬
続
ノ
職
提
綱
藩
養
槍

　
快
定
鞍
下
俊
（
中
絡
）
速
昌
提
綱
槍
査
御
下
ゲ
有
之
度
若
シ
急
癌
御
F
ケ

　
不
和
慶
塘
麻
縣
ハ
暫
タ
之
ヲ
舎
隔
本
省
丈
ハ
提
綱
擢
衡
ヲ
以
テ
虐
隊
》

　
停
鼻
四
郷
テ
疏
簸
識
魔
鮎
段
牽
侮
候

　
太
激
官
が
こ
れ
に
勤
し
て
顛
何
な
る
指
令
を
あ
た
え
た
か
は
不
明
で
あ

る
ボ
、
蘭
鑑
の
．
こ
と
ズ
新
律
提
綱
の
刑
部
省
管
丙
實
厳
款
千
月
十
二
厨
で

　
　
　
　
　
　
も
　
ロ
る

あ
う
た
》
ら
、
と
の
時
太
欧
官
賦
短
郡
省
の
申
出
を
拒
繕
し
た
の
で
あ
ろ

3
。
」
そ
れ
獄
と
も
あ
く
、
こ
の
飼
は
六
月
十
四
日
に
刑
鶴
省
の
整
蓬
じ
た

舞
騙
↑
縫
轟
薪
諮
櫨
．
て
支
太
政
官
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
七
〇
八
）

　
以
上
に
述
べ
た
二
つ
の
事
賓
で
太
設
皿
冒
の
審
査
ば
、
、
七
月
十
ゑ
日
か
ら

十
月
五
日
凌
で
の
聞
に
餐
わ
れ
た
も
り
と
釘
噺
さ
れ
る
が
、
麗
碗
な
時
日

ほ
明
ら
か
で
な
い
。
こ
』
で
前
揚
副
島
談
話
に
【
草
案
の
成
り
た
る
臼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

丁
度
大
風
の
日
レ
で
あ
り
【
翌
β
よ
ウ
≒
審
査
禽
を
開
レ
い
た
と
い
う
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

節
を
建
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
昏
六
月
十
四
圓
（
第
一
．
翠
案
逡
逡
日
）
か

ら
十
月
五
日
ま
で
の
闘
に
、
東
京
塊
方
を
訪
れ
た
暴
風
雨
は
七
月
十
九
碍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ほ
ロ

と
九
月
八
β
の
二
回
で
あ
る
。
「
大
風
の
日
」
の
朔
翌
日
レ
と
い
与
談
話

が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
太
政
官
の
審
査
鋸
β
ば
七
月
鉱
十
日
叉
は
九
月

九
日
で
あ
つ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
癒
い
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
つ
た
か
は

覇
し
い
費
料
が
見
出
さ
れ
る
ま
で
輕
率
な
揺
定
を
ざ
し
ひ
か
え
た
い
。
弐

に
【
草
案
の
成
ウ
た
着
日
」
が
啄
大
風
」
の
臼
ど
い
う
顯
は
、
六
月
十
四

欝
（
第
一
草
案
蓮
蓮
R
）
及
び
十
月
五
β
（
再
討
案
題
蓮
日
）
前
後
に
暴
風

雨
が
あ
つ
た
事
貴
も
な
く
、
ま
た
前
述
の
競
朗
で
わ
か
る
よ
う
に
七
月
十

巻
・
九
月
八
晶
後
景
黍
篭
し
た
こ
と
差
ざ
で
、
鷺
の

記
憶
違
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
太
政
宮
の
審
査
會
議
は
、
七
月
二
十
日
旗
ば
九
月
十
日
以

後

行
わ
れ
・
秀
彙
華
の
霧
鑑
塗
誓
盈
た
墓
乗
鏑
部

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ

省
に
下
付
さ
れ
、
暑
歪
讐
鶏
畜
叢
ぞ
吉
吾
罎
律

握
綱
再
訂
案
と
し
て
ふ
た
た
び
太
政
官
へ
遙
蓮
し
た
も
の
燈
む
ろ
う
。
そ

れ
で
は
こ
の
會
議
に
童
如
飼
な
る
入
ボ
3
加
し
た
で
あ
ろ
う
か
o
鴬
揚
副

島
談
話
か
叛
で
も
離
實
に
痩
委
員
長
國
島
だ
け
を
知
り
得
る
に
す
ぎ
な

や
。
魯
司
法
省
の
主
任
官
人
」
と
い
う
の
は
澱
蔀
省
”
起
草
歯
言
（
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
ほ
か
醗
島
を
輔
佐
し
て
出
席
し
た
と
思
わ
れ
る
太
段
官



側
萎
愚
㌻
全
く
知
む
穏
な
い
の
ば
鎚
に
逡
憾
で
あ
る
。
融
島
奮
議
（
二
礁

七
月
八
日
任
）
欲
、
前
年
末
、
、
箕
作
麟
弾
に
命
じ
て
佛
鷺
酉
刑
法
の
鳳
部

　
　
　
　
　
（
通
）

を
翻
鐸
せ
し
め
、
そ
の
鐸
本
を
持
っ
で
し
ば
し
ぼ
新
葎
綴
修
局
を
訪
れ
貴

馨
警
を
行
う
た
と
優
ら
な
※
、
警
罐
の
政
舞
雷

纂
ぞ
、
も
つ
ξ
刑
港
選
暑
し
て
い
欠
意
わ
れ
る
。
從

つ
で
彼
の
審
養
委
負
長
は
構
艶
適
任
渚
で
あ
つ
た
に
蓮
い
な
い
o

　
（
工
）
鯉
雁
偶
談
（
三
）
、
車
邦
協
禽
禽
報
第
四
四
號
（
明
漕
三
＋
贈
舘
）

　
　
　
　
三
質
。
・
丸
肉
幹
治
著
『
副
勘
獅
臣
伯
」
（
昭
和
＋
一
年
、
ご
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
頁
）
に
も
、
，
こ
の
談
話
は
研
用
さ
れ
て
い
る
o
餓
し
綴
典
の
舅

　
　
　
　
記
は
な
く
皿
り
丈
章
趨
著
干
の
省
略
ポ
行
わ
髄
て
い
る
。

　
（
2
）
　
法
規
分
顛
大
全
』
刑
法
円
、
飛
律
、
一
九
四
頁
9

　
（
＄
）
雷
静
、
活
阪
印
庸
は
重
だ
一
般
に
養
及
し
て
い
な
か
つ
た
の
で

　
　
　
　
賀
版
門
新
律
獅
藏
」
も
木
腹
鰯
り
で
あ
る
o
そ
れ
が
た
め
こ
の

　
　
　
　
よ
う
な
長
期
需
を
要
L
た
も
の
と
思
は
れ
毫
侮
、
こ
の
木
厩

　
　
　
　
彫
期
を
行
つ
た
の
健
梅
村
翠
両
、
＊
村
嬉
太
郎
、
打
田
霞
出
等

　
　
　
　
胴
飴
初
期
N
お
け
る
碧
名
な
彫
工
で
あ
9
た
と
傳
え
も
れ
て
い

　
　
　
　
る
。
（
木
村
纂
次
「
劃
飼
木
村
纂
李
と
其
円
下
」
㈲
、
書
鞠
展
望

　
　
　
　
、
夢
十
三
巷
箪
七
撹
附
録
一
凡
頁
－
ー
ー
二
〇
頁
）
。

　
（
4
）
　
法
規
分
類
大
全
、
溺
法
円
、
購
律
、
コ
一
五
頁
o

　
（
5
）
　
小
皐
鋭
教
授
も
同
灘
に
謹
鮮
さ
細
て
い
る
。
（
繭
掲
「
績
男
治
法

　
　
　
　
雛
叢
豊
一
λ
買
）

　
（
6
）
　
「
嵯
◎
縫
記
」
凌
び
「
＊
戸
孝
允
β
記
」
に
雛
る
。

　
（
7
）
　
九
”
八
研
け
繁
猿
で
多
数
の
鱗
襲
家
屋
と
孫
蛋
考
を
鱗
L
た
大

　
　
　
　
　
蓼
霧
編
糖
鰯
墓
禰
俸
奏
考

（
5
）

（
9
）

暴
風
爾
で
あ
つ
た
o
こ
の
よ
う
な
大
暴
風
爾
で
あ
つ
た
れ
ぱ
こ

そ
「
大
風
の
欝
」
と
L
て
何
時
ま
で
も
醐
島
の
認
憶
に
残
つ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
，
と
す
れ
ば
饗
謹
開
始
日
は
九
月
九

日
と
颪
る
。

「
草
案
が
で
き
た
」
の
距
「
大
風
の
月
」
と
い
う
の
を
そ
の
ま

』
信
澱
L
、
こ
れ
と
九
月
八
日
（
暴
嵐
）
を
結
び
つ
賃
て
次
の

や
う
な
推
定
も
成
勢
た
つ
o
す
な
わ
ち
七
月
十
八
昂
の
溺
部
省
”

何
郊
下
の
際
．
内
容
不
纏
を
理
由
と
し
て
嚢
が
差
し
戻
さ
執

そ
れ
が
た
め
刑
部
省
噂
け
第
ユ
案
を
準
備
し
、
こ
れ
が
完
成
し

あ
覚
是
堪
蓼
た
も
謝
推
霧
副
匙
談
話
茎

て
合
致
ナ
る
o
L
か
し
、
も
し
そ
ぎ
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
嵯
峨
碍

箆
」
に
第
二
草
案
審
議
の
謁
事
が
あ
る
筈
と
恩
わ
れ
る
が
、
そ

れ
露
見
欝
ら
だ
い
o
從
つ
て
擁
閥
を
残
L
て
お
く
o

闘
敗
律
「
父
窟
被
レ
段
」
の
一
部
「
胆
父
母
父
母
人
高
殺
サ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

子
郷
賞
二
糞
ス
行
兇
人
ヲ
殺
ス
者
ハ
杖
六
十
」
の
刑
部
省
原
案

（
三
鋼
五
π
二
十
七
β
、
七
月
四
日
沸
驚
省
伺
。
法
短
分
類
大

一
全
、
刑
法
門
、
溺
律
、
　
一
二
六
一
員
i
一
二
九
一
貝
）
が
、
コ
群
父

母
父
母
人
昌
殺
サ
レ
子
孫
撞
昌
行
兇
人
ヲ
殺
ス
者
ハ
管
五
十
レ

（
新
律
編
領
閥
殿
律
）
と
蟹
さ
れ
た
ρ
は
太
欧
官
審
査
◎
議

の
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
轟
以
外
の
修
距
惣
除
け
舅
ら
か
で
な
い

が
、
露
島
摂
草
案
中
か
ら
大
蓮
葬
め
規
定
乏
除
去
し
な
エ
ピ

Y
ド
は
あ
禽
議
中
露
楽
番
か
も
知
轟
な
茶
捲
渡
薗
掲

「
法
慰
雀
話
し
二
六
頁
以
下
、
．
村
田
藤
樽
【
法
髄
實
歴
談
砺
一
掴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
九
　
　
（
七
〇
九
）



（
”
）

（
11
）

釦
難
麺
鍛
繕
欝
驚
備
轡
考

一
責
鴨
）

ζ
の
詳
L
6
．
事
惰
”
拙
稿
「
悌
蘭
西
法
典
の
移
入
」
（
歴
史
と
生

活
、
㌻
六
巻
、
第
五
號
｝
多
照
。

村
田
前
描
『
法
傷
貸
歴
諌
』
一
四
二
頁
。

　
　
　
　
5
　
斬
馨
成
渤
の
論
功
行
賞

「
新
律
提
雛
」
ボ
そ
の
名
を
「
新
葎
綱
領
」
と
改
め
、
全
國
に
頒
布
さ
れ

た
の
ほ
明
治
三
年
十
コ
月
二
十
R
で
あ
り
、
同
月
ゴ
十
七
日
か
ら
癒
行
さ

　
ハ
ユ
リ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ
レ

れ
た
。
そ
し
て
翌
風
年
二
月
に
欲
新
律
成
功
の
論
功
行
賞
が
行
わ
れ
た
。

勇
隻
雀
禦
畠
蒙
請
薯
覆
智
繭
男
崔
蓬

鏡
的
密
推
測
も
き
る
の
で
あ
つ
て
、
ぞ
れ
に
羅
す
る
遣
接
養
舞
の
き
わ
め

で
曾
駐
賜
か
今
日
、
塞
に
貴
重
な
記
鍛
と
“
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
本
成
美

　
輔
、
舅
治
四
隼
辛
未
二
お
二
十
五
臼
、
新
偉
綱
婿
撰
修
成
功
高
付
爲
御

　
　
　
賞
百
”
鎌
之
慈
下
賜
僕
事

　
　
　
一
、
絹
三
輝

　
　
　
一
、
金
懲
萬
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
　
田
　
　
皓

　
　
　
　
　
　
　
　
（
喬
急
）
　
　
　
　
　
長
　
野
　
丈
　
溺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
濁
　
　
保

　
一
～
舅
沸
麟
隼
辛
篇
二
β
二
十
五
β
、
新
鐸
繕
鍾
撰
修
戌
功
二
付
嬬
御

　
　
　
賞
目
鍛
之
癒
下
罵
銚
事

　
　
　
一
、
絹
　
一
獲

五
〇

（
七
一
〇
）

　
　
　
一
、
金
鼠
千
匹

　
こ
の
四
人
の
賞
輿
が
鮎
に
比
峻
し
て
多
い
の
は
、
彼
等
が
起
草
委
員
と

し
て
長
ら
く
編
纂
に
關
係
し
だ
た
め
で
あ
ろ
う
タ
ま
た
水
本
が
特
に
多
額

を
受
け
て
い
る
の
は
、
彼
が
主
任
で
あ
つ
た
こ
と
を
何
よ
り
む
雄
赫
に
麹

語
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
　
暢

　
　
　
　
　
　
　
　
（
喬
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
信
寅

　
一
、
虜
治
四
年
辛
未
二
月
二
十
五
日
、
新
律
成
功
晶
付
鱈
御
賞
溺
級
員

　
　
　
錬
之
通
下
賜
候
事

　
　
　
一
、
絹
　
一
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
　
　
　
驚
徳

　
一
、
明
治
四
年
辛
未
三
月
新
律
絹
領
改
撰
群
來
昌
付
御
褒
美
絹
フ
匹
下

　
　
　
賜

　
こ
の
三
人
は
う
佐
々
木
日
髭
」
に
あ
る
勅
部
省
審
査
會
議
の
欝
席
者
で

あ
る
。
前
掲
起
車
委
員
と
は
轟
な
る
窒
與
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
注
潅
さ

る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
澤
の
分
に
鰻
つ
て
、
．
文
言
と
時
期
が
違
う
の
は
如
何

な
る
意
味
か
、
了
蟹
苦
し
む
。
副
彗
万
顎
、
新
律
綱
讐
蔀
蒼
敦

正
さ
れ
た
事
賢
も
な
い
の
で
、
気
改
揆
掛
來
云
々
」
ば
文
字
通
り
に
解
さ
ず

「
新
鐸
成
功
」
の
憲
味
と
晃
で
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
穆
行

　
一
、
厨
治
四
年
辛
為
二
月
二
十
五
縫
、
嚢
律
綱
領
撰
修
成
功
轟
付
鴬
獅

　
　
　
賞
璃
蓑
昌
録
之
蓮
下
鶴
候
亭

　
　
　
一
、
横
掬
壷
巻



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宍
　
戸
　
　
　
磯

　
嶋
、
籾
治
四
年
辛
潅
二
月
二
十
五
解
、
新
律
刊
布
噸
｝
付
爲
御
賞
御
末
廣

　
　
　
下
賜
候
事

　
齋
藤
ぼ
駅
駒
に
も
遠
べ
浴
ご
と
ぐ
、
箪
隼
二
月
七
騒
か
ら
流
月
十
五
佃

　
ぎ
も
　
　
　
　
　
ぞ

壌
惣
鯛
部
大
輔
、
の
鞭
に
あ
り
、
こ
れ
は
刑
部
省
審
登
會
議
開
盤
だ
當
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

論
説
に
崖
し
潔
の
と
患
わ
れ
る
．
舞
雷
ロ
叢
嚢
事

力
ら
刑
部
少
篇
に
伍
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
鴛
年
申
月
二
十
四
封
で
あ
つ
た
か

ぢ
、
轡
薯
藁
践
藝
の
闘
禁
な
い
筈
霧
る
が
、
．
新
律
綱
鋸
布

婁
翁
藩
撞
、
響
藷
差
萎
澱
く
、
繁
少
聾
を

事
寳
上
砂
最
高
資
傷
者
で
あ
つ
た
9
そ
れ
が
た
め
儀
禮
的
な
賞
輿
を
受
け

た
㊧
で
あ
ろ
う
。

馨
諏
、
輩
＋
月
青
無
部
療
ら
素
霞
欝
し
象

崔
贋
中
の
編
纂
纂
秦
の
功
に
よ
つ
て
蛍
奥
忍
受
け
て
い
る
ー
こ
の
こ
と
ほ

「
百
官
履
歴
」
所
載
分
「
官
歴
審
麟
に
は
謡
較
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
日

髪
ざ
て
知
る
こ
藤
で
き
る
。

　
四
年
二
月
二
十
五
耳
　
一
例
刻
参
朝
今
日
第
十
字
砿
滲
上
旨
昨
口
被
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催
先
般
刑
律
新
撰
其
比
霧
職
中
關
其
事
之
閲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錫
御
賞
畿
物
一
巻
賜
之
大
緋
俊
政
卿
（
坊
蛾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竣
欧
、
手
塚
蝕
y
被
傳
之
謹
拝
受
之
慨
宮
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
畏
申
了
今
日
鵜
其
儀
之
碧
一
同
所
隅
雪
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
な
お
、
雷
時
の
刑
部
省
に
は
、
小
早
鑓
激
授
虞
詣
嫡
さ
れ
て
い
る
．
こ
と

く
塞
、
裂
と
を
そ
窪
浴
差
馨
奮
る
事
な
わ
㌧
糞

　
　
　
　
　
嚢
鑑
禰
雛
纂
瞬
俸
者
考

事
と
し
て
伊
丹
軍
賢
、
少
禦
謝
と
し
て
中
村
公
知
・
岡
内
重
俊
、
宮
崎
臣

貞
、
少
丞
叱
し
て
鳥
屠
重
雄
、
竪
蓑
信
等
で
あ
る
o
こ
れ
ら
の
者
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ

刑
都
省
審
査
倉
議
に
参
茄
し
た
公
算
は
十
分
成
り
た
つ
汐
特
に
、
・
聯
丹
は

季
秀
吉
に
潔
窮
轡
象
ら
喫
染
、
楽
晃
薯
で

あ
3
．
言
穫
奮
考
を
、
被
の
書
議
憲
奮
い
が
．
晃

老
院
勅
奏
鍔
任
官
履
歴
書
」
所
戯
の
「
官
罐
禽
こ
身
．
見
て
嵐
、
行
賞
の
記

事
が
見
雷
み
な
い
の
で
疑
問
と
し
て
お
ぐ
。
中
材
、
岡
酋
つ
宮
崎
、
・
鳥
居

寡
簿
つ
い
葦
、
楚
￥
輩
罐
邊
窺
藪
婁
宅
な

い
の
で
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
と
承
噺
定
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
佐
々
木
高
行
、
尉
島
種
恒
の
購
賓
億
、
か
な
ら
ず
何
等
か
の
賞

與
を
受
け
た
筈
で
あ
る
と
響
馨
蛮
暮
燧
」
婆
晃
髭
勅

霧
讐
履
馨
毒
接
撃
る
馨
の
菅
歴
奮
に
，
行
賞
罷

事
が
な
く
、
そ
れ
を
短
り
得
な
い
の
は
寒
に
遺
憾
で
あ
る
。

（
・
）
吉
吾
窪
醤
鱈
難
翁
」
畜
星
呈
｝
摺

　
　
　
　
馨
蚤
護
霧
嘉
蓼
騎
盆
票
い
。
ま
た
、
あ

　
　
　
　
時
期
も
わ
か
ら
な
い
が
、
本
丈
に
引
用
し
た
閏
十
月
九
員
麺
部

　
　
　
　
省
上
申
に
健
「
新
律
”
綱
領
」
と
あ
る
か
ぢ
、
そ
の
頃
ま
で
に
改

　
　
　
　
穏
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
み
う
o

　
（
2
）
　
水
本
、
鶴
瞬
、
ρ
齋
藤
は
「
元
考
撹
勤
奏
勃
任
嘗
履
歴
書
h
村
周

　
　
　
　
竺
欝
崖
窮
整
、
宍
看
宕
官
履
屡
、
そ
窪
享

　
　
　
　
ぺ
℃
養
斑
法
省
簸
銭
書
屋
書
掻
つ
た
。
な
む
、
霧
規
分
類

　
　
　
　
黍
奢
需
、
毒
官
、
・
三
九
饗
）
纏
漆
婆
讐

　
　
　
　
け
の
貫
婁
φ
記
叢
が
あ
雪
、
．
薦
者
共
に
「
金
．
叢
千
匹
」
と
あ
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
毛
一
鋳
V



（
3
）

（
5

　砦廊

綱
領
編
纂
胴
係
轡
考

が
、
．
毒
援
逸
雪
う
。

塞
・
丈
κ
耕
”
用
し
凌
佐
々
＊
日
記
に
は
、
そ
れ
ら
の
氏
名
が
見
一
欝

ら
な
い
o
し
か
↓
、
碗
賓
に
参
加
し
た
竜
あ
ろ
う
と
患
わ
れ
る
轡

警
村
田
保
を
あ
げ
て
い
な
い
同
日
記
は
、
全
多
禰
者
を
蓮
べ
惣
と

け
蹴
欝
で
き
な
い
o

曲
欝
司
淡
省
に
所
“
麟
さ
れ
て
い
た
彼
簿
の
賞
一
歴
書
け
験
災
の
た
め

失
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
私
に
は
彼
簿
の
官
歴

を
撮
求
す
み
手
段
を
持
た
な
い
．
識
滋
の
御
教
示
を
待
つ
。

　
　
　
　
六
　
む
ナ
び

　
以
上
で
、
新
律
綱
頼
の
編
纂
に
關
係
し
た
人
々
に
つ
い
て
の
私
の
未
熟

な
考
母
を
維
る
が
、
．
貧
弱
な
史
料
と
、
不
確
寳
な
酷
も
多
い
ど
趨
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
り

欺十

年
後
の
追
憶
談
を
菱
耀
に
し
て
、
蝕
り
に
亀
想
像
を
巡
ら
し
す
ぎ
た

　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ド
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

こ
と
を
み
ず
か
ら
詔
め
ぎ
る
を
鴇
な
い
。
け
れ
ど
議
、
直
接
養
粁
の
入
手
、

閥
禦
き
わ
ぞ
嬰
の
謬
、
藪
の
藷
き
考
み
、
雑
來
の
費

親
霞
見
に
鑓
え
る
こ
と
も
何
ほ
ど
か
の
意
義
は
認
あ
ら
れ
る
で
あ
ろ
テ
。

こ
エ
で
、
ふ
た
た
が
瓢
⑳
考
冠
を
饗
約
し
て
繰
り
か
え
せ
ば
弐
の
ご
と
ぐ

で
あ
る
。

　
編
纂
撫
導
悲
佐
々
木
高
行
（
刑
法
宥
醗
知
壌
、
騨
部
大
輔
、
歩
議
）
．

　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
起
草
委
員
（
新
暮
編
驚
凋
．
四
刑
律
販
講
掛
）

　
　
　
霊
任
　
水
本
威
美
、
鶴
田
鱈
、
長
野
文
嬉
、
村
爵
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
刑
都
省
馨
査
禽
議
（
三
年
二
月
二
葺
」
六
芳
十
四
轟
以
蔚
）
繊
窟
者

　
　
嵯
峨
費
愛
（
刑
部
欝
）
、
催
々
木
脚
曲
行
（
菌
出
）
、
齋
藤
科
行
（
刑
都
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
七
一
二
）

　
　
韓
、
但
L
二
月
七
日
ー
ー
五
月
＋
五
日
ま
で
）
、
松
本
暢
（
刑
部
大
判

　
　
事
）
、
澤
傭
錐
（
鋼
部
大
丞
）
．
青
木
信
寅
（
刑
部
大
丞
）
、
及
が
前
掲

　
　
起
草
委
員

　
太
政
官
舞
謹
禽
議
（
三
年
七
月
二
＋
ド
叉
は
九
月
九
日
｛
十
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
前
）
構
席
者

　
　
委
員
憂
　
副
島
種
距
（
参
議
）
、
刑
部
省
官
員
（
起
草
凄
賢
か
？
）

　
最
後
に
、
赤
堀
氏
が
あ
げ
ら
れ
た
村
岡
良
弼
に
つ
い
て
綴
討
し
た
い
η

彼
は
水
木
威
美
の
門
下
生
で
あ
り
、
鰐
治
二
年
」
丁
一
月
、
大
學
本
校
朗
法

科
の
漿
盤
か
ら
刑
蔀
省
に
入
む
史
生
に
任
ぜ
・
か
れ
た
。
水
本
と
の
關
係
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ら
箆
莚
紙
．
総
纂
箏
鑑
で
も
水
本
の
劾
手
を
務
め
た
こ
と
ほ
売
分
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
ハ
な
レ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

紅
、
彼
の
「
年
譜
」
に
亀
顔
薪
律
網
領
編
修
」
と
あ
る
が
、
、
労
賞
そ
の
偲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

確
貴
た
贅
料
を
鮫
孟
で
疑
閥
を
残
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
A
．
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

に
闘
係
し
た
と
し
’
、
む
、
彼
の
地
粒
か
ら
考
え
れ
ば
助
手
り
程
度
で
あ
り

「
生
の
親
」
と
ヤ
っ
、
へ
き
蝦
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ゐ
迫
ま
轟
、

武
藤
智
雄
氏
が
、
熊
本
の
律
令
學
者
卒
川
清
古
の
塾
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の

門
下
生
の
清
息
を
蓮
ぺ
ら
れ
た
一
節
に
「
明
治
の
初
年
、
長
岡
護
美
氏
が

警
傑
局
長
と
し
て
肥
前
か
ら
東
f
し
た
際
随
行
¢
た
横
田
、
荒
木
の
二
氏

　
　
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
（
2
）

の
よ
う
に
、
新
葎
綱
領
編
纂
の
扁
員
に
却
わ
つ
た
人
々
ら
あ
り
云
々
」
と

あ
る
が
、
奮
黎
護
、
擁
鶏
薯
奮
常
に
、
雷
、
薬

’
姓
の
者
を
見
出
し
得
な
い
。
若
し
嘱
廣
田
勝
規
、
荒
木
憾
皿
臣
の
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

る
な
ら
ぼ
嘱
共
に
窮
浩
酉
年
七
月
司
法
省
創
設
以
後
任
嘗
し
、
司
法
権
大

録
、
或
試
中
法
官
等
に
在
戦
し
た
人
で
あ
り
、
年
代
的
に
見
て
新
律
綱
領

の
編
纂
に
闘
係
し
た
と
は
考
薄
も
れ
な
6
。



（
1
）
　
櫟
斎
盤
罎
・
籍
、
歴
史
地
理
第
二
九
巷
第
二
號
一
九
羅
買
o
馬
國

　
　
　
繊
者
偲
記
集
成
」
の
村
岡
の
項
け
、
こ
の
記
箏
を
そ
の
ま
』
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
用
レ
て
い
る
。
し
か
L
、
彼
の
署
楼
二
明
漕
刑
鋼
潤
革
略
」
に

　
　
　
け
「
大
協
士
水
本
成
美
、
助
教
鶴
田
晧
昌
命
ジ
テ
綱
修
ヲ
鶯
ネ

　
　
　
シ
笛
」
（
同
書
、
一
，
三
頁
）
と
あ
聾
、
向
分
が
編
修
に
關
係
し
た

　
　
　
乏
け
い
ρ
て
い
な
い
o

（
2
）
　
武
藤
智
融
「
明
治
初
年
の
法
徹
塾
」
，
法
律
赤
秋
第
三
雀
第
二

　
　
　
蟻
二
〇
頁
o
因
み
に
長
岡
が
轡
保
局
長
に
就
任
し
た
壌
實
も
な

　
　
　
い
o

義
廊
o
起
草
委
員
の
略
歴
を
掲
げ
よ
う
。

ホ
零
成
贅
　
畷
保
磁
隼
五
月
江
芦
に
裁
れ
た
。
字
は
君
之
、
號
け
樹
堂

麺
鴛
韓
保
太
郊
。
松
錘
堂
の
門
に
入
夢
、
尋
ら
に
昌
亭
饗
に
學
ぶ
。

・
ヌ
久
二
隼
、
態
藩
に
招
謄
さ
れ
藩
難
改
修
鑓
從
つ
た
o
明
治
維
新
後
、

議
致
賞
史
官
、
昌
卒
學
校
一
等
教
授
、
大
學
大
博
士
に
逡
ん
だ
が
、
大

拳
に
お
い
て
け
漢
學
汲
の
濾
頭
と
し
て
叢
凄
を
な
し
、
ま
た
律
令
學
の

最
詩
糠
威
者
で
あ
つ
た
“
刑
都
省
へ
入
つ
た
後
は
短
部
大
列
事
、
大
法

肯
、
四
一
敵
Ψ
鱒
π
窟
甲
等
を
脈
脂
鷲
し
、
一
冗
老
飴
騨
纏
蹴
・
官
へ
麟
W
じ
て
は
訴
訟
法
編
纂

鍾
い
、
各
種
の
葎
嚢
屡
員
占
し
亙
肇
蓬
多
肇
な
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

四
年
十
月
、
妻
亭
院
法
瑚
藩
長
に
逡
ん
た
が
、
十
七
年
七
月
、
逝
去
し

た
〇
五
十
四
歳
o
そ
の
鍛
箸
に
『
武
家
職
賞
考
』
（
二
十
二
年
鷺
）
瀞
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

る
o
彼
O
毒
蹟
に
つ
い
て
廿
次
の
碑
究
が
窃
る
、
大
久
鐸
利
謙
「
水
本

虞
美
』
（
傳
肥
第
七
巻
第
～
・
九
撲
）
、
摘
麟
「
輿
治
法
制
史
上
に
於
け

　
　
　
タ

る
水
本
厩
美
」
（
勢
油
交
化
研
党
禽
編
「
舅
治
丈
花
の
蓑
研
究
」
所
軟
）

　
　
　
　
砦
穆
編
餐
鱈
纂
鷺
様
省
考

鶴
田
　
鹸
　
天
保
六
年
＋
二
潟
、
肥
前
多
久
に
並
れ
た
。
字
は
玄
稿
、

跳
け
斗
南
、
麺
総
は
豫
太
郎
叉
健
弾
太
郎
o
輩
場
保
川
、
安
績
艮
齋
の

門
に
入
サ
、
さ
ら
に
米
下
犀
潭
に
瑳
舅
海
律
ぎ
學
ぶ
o
魔
治
維
新
後
、

果
嚢
整
鷲
、
蚕
劣
警
墾
羅
雀
今
、
甕
大

録
、
司
法
少
勃
都
、
明
法
助
に
逡
み
5
五
年
六
月
、
鰍
洲
画
張
、
翌
年

麟
朝
後
は
、
舅
法
梅
頭
、
司
法
大
毒
、
涌
法
爽
省
雛
礁
を
歴
任
、
粥
法

審
斑
に
從
う
。
．
さ
ら
に
桧
事
尉
長
、
．
塗
事
院
議
賞
に
昇
逡
、
商
法
を
初

め
各
種
の
法
律
編
纂
に
多
奥
し
た
b
ナ
八
年
十
二
潟
、
元
老
院
議
宵
に

轄
じ
た
が
・
学
皐
四
星
逝
去
寿
。
五
＋
四
歳
。
彼
毎
記
と

し
て
け
「
鶴
川
婚
君
略
傳
猟
β
本
の
法
律
、
明
治
二
十
繭
年
五
月
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

鄭
あ
る
。

村
田
　
保
　
天
保
ナ
三
犀
十
二
月
、
大
阪
に
塗
れ
た
o
幼
名
淺
原
虎
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

助
。
江
戸
満
由
蕪
吉
に
攣
び
、
崩
治
維
新
後
、
，
a
奉
學
稜
教
授
試
補
、

大
摯
少
助
教
を
経
て
鷺
離
省
に
入
リ
、
四
年
二
月
、
刑
律
質
問
画
し
て

渡
英
、
六
隼
驚
朝
後
、
司
法
省
大
解
部
、
左
院
議
営
、
太
致
官
法
罰
官

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

等
農
任
、
翌
、
糞
法
の
塞
に
讐
。
士
季
震
繁
昏

き
、
翌
軍
蹄
朝
後
、
多
事
撹
に
入
つ
為
。
さ
ら
に
元
老
院
大
書
記
官
を

経
て
議
宵
に
逡
み
、
・
ニ
ナ
三
弗
、
貴
族
競
議
員
に
勅
選
。
そ
の
後
、
法

翁
審
言
t
尋
募
畜
肇
髪
與
．
「
艦
婁
」
藻

に
δ
廷
難
欝
激
の
醐
驚
で
あ
っ
た
o
ま
た
再
呈
麗
渡
一
欧
の
折
、
グ
ナ
イ
ス
ト

の
示
峻
を
う
鉾
て
欺
産
事
業
に
簾
心
を
害
ぜ
、
日
本
水
産
禽
、
，
水
産
講

習
唇
設
置
そ
窪
我
欝
綴
承
産
事
誉
喜
威
、
登
簿
多
大
婁
疏

　
　
の
部
あ
つ
た
。
大
亙
二
年
、
政
界
を
引
邊
、
大
毘
十
瞳
年
一
月
、
逝
去
し

五
三

（
七
申
三
）



　
　
　
璽
嘱
綴
盤
羅
纂
賢
僚
饗
考

激
．
八
鋳
四
歳
－
敏
の
著
書
に
荊
法
纏
環
執
治
罪
法
徽
登
等
、
二

三
φ
．
法
葎
書
が
あ
る
。
傳
認
と
し
て
け
畢
「
村
田
水
産
翁
億
」
（
大
疋
八

年
）
が
凝
る
。

曇
婁
頗
弘
空
輩
月
、
鷲
髭
紫
．
癒
輩
莞
．
各

伸
三
郎
。
窮
治
元
年
刑
法
肯
に
幽
仕
、
畠
弔
昂
校
教
提
試
補
に
韓
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
弓
七
｝
．
鶴
）

が
．
再
麗
遍
部
省
に
入
墾
㌃
刑
童
曝
大
錬
、
嗣
法
奢
【
七
等
出
仕
を
綻
て
、
四

隼
胤
、
聚
墨
ヤ
六
箋
製
§
蓬
少
峯
、
欝
替
、

朔
事
を
騰
任
、
十
四
年
ナ
ニ
月
、
大
簿
院
剣
察
左
義
中
、
依
願
免
官
と

な
つ
た
o
そ
の
後
の
消
息
は
不
舅
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
隼
ナ
月
十
一
日
稿
）


